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重点目標：１．令和５年度カリキュラムを円滑に運営する。/ 旧カリキュラムで入学した学生の単位修得における不利益を生じさせない（看護学科） 

項目 学科 実施内容 目標達成度 学内評価 学校関係者評価 次年度に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・旧カリキュラム対象学生に対し、不利

益が生じないよう補講対象科目の単位修

得に向け支援を行った。また新カリキュ

ラムへの読み替え科目は、読み替え表を

作成し確実に科目を受講することができ

た。 

 

＜補講科目名および受講学生数＞ 

家族社会学（２名）、総合治療論（１名

）、成人看護学総論Ⅱ（８名）、小児看護

学方法論Ⅰ（２名）、成人看護実践論Ⅰ

（１４名）、老年看護実践論Ⅲ（１６名

）：計 6科目 

 

・成人看護実践論Ⅰに関しては、事前に

成人担当教員による実習対策ゼミを行っ

た。また、通常、学生５名に対し教員１

名の配置のところを学生３名に対し教員

１名の配置とした。さらに引率教員は専

門性の高い成人看護領域担当教員が担当

し丁寧な指導を行った結果 14 名中 12名

が合格することができた。 

 

・新カリキュラムで読み替え可能である

科目については滞りなく受講し単位修得

試験を受けることができた。 

 

 

 

 

 

・２年次の６科目の補

講科目に関しては、成

人看護実践論Ⅱを除く

５科目は、全員が修得

することができた。 

 

・新カリキュラムへの

読み替えは、科目読み

替え表を作成したこと

で滞りなく受講するこ

とができた。 

 

・カリキュラムの運営

に関しては、補講科目

の計画・実施を滞りな

く行えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・読み替え科目につい

ては、読み替え表に基

づき、科目担当教員が

履修科目の漏れがない

ことを複数回確認した

ことで、科目の受講及

び単位の修得に至った

と評価する。 

 

・旧カリキュラム学生

にとって不利益を生じ

させない運営だったと

評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・旧カリキュラム対

象学生に対し、未修

得科目のカリキュラ

ムの読み替えや、補

修講義や補講実習を

漏れなく行ったこと

は大変評価できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次年度は、新カリ

キュラムに移行した

学年が３年生となる

ため、それ以前の回

生で３年次に在籍し

た学生は、旧カリキ

ュラムとなる。した

がってそれに伴い３

科目が補講対象とな

る。 

①母性看護学法論Ⅲ

②成人看護方法論Ⅶ

③成人看護実践論Ⅱ 

 

・昨年度と同様、対

象学生にとって不利

益が生じないようカ

リキュラムの調整を

行っていく。 

 

・また、今年度に単

位未修得となった成

人看護実践論Ⅱの学

生においても引き続

き補講実習を計画す

る。 
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項目 学科 実施内容 目標達成度 学内評価 学校関係者評価 次年度に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 

助産師学科 ・新カリキュラム２年目であり、５月以

降、新型コロナウイルス感染症が５類に

移行後も、計画通り、学内授業、臨地実

習とも滞りなく実施した。 

 

・臨地実習では、前年度と同様に病院・

助産院と細やかな調整を行って実習に臨

んだ。年度末に病院実習施設の指導者に

参集いただき、臨床指導者会議を実施し

た。「コロナ禍で看護基礎教育を受けて

きた学生への効果的な指導について」の

テーマで、グループワークを行ない、意

見や学生観を共有した。 

・58回生 26 名中、25

名はすべて単位修得し

卒業した。 

 

・26名全員が臨地実習

で 9件以上の分娩介助

を経験した。 

 

・カリキュラム運営は

円滑に行えたと判断す

る。 

・臨床指導者会議に於

いて、「学生の特徴を教

えてほしい。記録が多

い。時代に合っていな

い。」「自分たち（臨床

）の考え、どういうこ

とを求めているか学生

に伝える努力が必要。」

等、ご意見をいただい

た。細やかな調整に努

めたが、臨床と教員は

、さらに学生指導に対

する伝達・共有を密に

行う必要がある。 

・実習記録に関して

、現在、手書きのみ

を認めているが、手

書き以外の方法を探

ることや、実習記録

の簡素化など工夫し

たらどうか。 

 

・カリキュラム運営

は継続して取り組む 

 

・科目履修生に対す

る学習および精神的

支援を実施し、卒業

、国家試験合格をめ

ざす。 

 

・助産学実習は、病

院・助産院と連携を

密に行い、分娩介助

10 件をめざす。（継

続）また学生指導に

あたり、臨床と学生

のレディネスを共有

しつつ、指導者と教

員間の「学生観」「

指導方法」を共有し

、学生の成長を支援

するよう努める。 

実習記録の一部見直

しを行う。 
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重点目標：２．令和６年度入学生を確保する（看護学科） 

項目 学科 実施内容 目標達成度 学内評価 学校関係者評価 次年度に向けて 

 

 

 

広 

 

 

 

報 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護学科 

管 理 課 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・受験生の入試情報の収集先は、ホーム

ページが主であることから、広報委員会

で検討を重ね、教務部ホームページを全

面的にリニューアルした。県ホームペー

ジは、教務部ホームページとの連携を強

化するとともに、各掲載項目をより分か

りやすく改善した。 

 

・学校紹介パンフレットを刷新し、ホー

ムページにも掲載した。 

 

・看護学科志望の生徒向けの令和６年度

入試情報を掲載したちらしを新たに作成

し、受験生に周知した。 

 

 

・看護学科全体の受験

者数 158 名（前年度 110

名）、入学者数102名（前

年度 79 名）で 23 名増

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前年度に比べると受験

者数が 29％増加してい

ることから、学生確保の

ための広報活動は効果

的だったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ホームページの改

善、少人数見学会の

実施、学校説明会で

の模擬授業の工夫、

ＡＯ入試の導入な

ど、入学者確保に向

けて数多くの取組

を行い、入学者増に

つながったことは

評価できる。 

 

・受験生の利便性を

考えたときに、イン

ターネット出願を

検討してもよいの

ではないか。 

 

・ブログやＳＮＳに

よる発信を導入し、

頻回に更新するこ

とで、改善したホー

ムページを継続的

に見てもらうこと

を検討したらどう

か。 

・次年度も、引き続

き、広報活動は本校

と受験生の対話の手

段であることを認識

し、提供する情報は

常に最新のものと

し、受験生にわかり

やすい広報を行う。 

 

 

 

・令和８年度入試（令

和７年度実施）に向

行けて、インターネ

ット出願の検討を行

う。 
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項目 学科 実施内容 目標達成度 学内評価 学校関係者評価 次年度に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

説 

明 

会 

等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護学科 

管 理 課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・５月開催の高校の進路担当教員等向け

学校説明会では、参加校の卒業生との懇

談を行うなど内容の充実を図った。 

 

 

 

・令和５年度は早い段階（6 月）から学校

説明会を実施し、在校生とのフリートー

キングを行うなど内容の充実を図った。 

 

・学校説明会は、在校生との懇談を重要

視し、学生からの生の声を聴いてもらう

ことで学校生活のイメージ化を図るた

め、模擬授業や技術演習を実施した。ま

た、保護者に対しては、参加学生とは別

室で教員との座談会を設け、質疑に対し

て詳細に説明を行った。 

 

 

・担当教員によりオンラインで説明を行

う個別説明会を新たに実施した。 

 

・教育担当副校長による少人数見学会、

Zoom説明会を実施し、在校生との懇談の

時間を設けるなどの工夫を行った。 

 

・令和５年度初めて、県教育委員会主催

のインターンシップ受入れ事業で、高校

生を受入れ、模擬授業を企画・実施した。

（13名参加） 

 

 

・進路担当教員等向け

学校説明会の参加校は

23 校（前年度 25 校）で

あった。 

 

 

・学校説明会は、6 月、

8 月、9月に合計５日で

10 回開催し、232 名の

参加があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・担当教員によるオン

ライン個別説明会は 26

回、教育担当副校長に

よる少人数説明会は 31

回、Zoom 説明会は令和

５年度初めての開催

で、17回実施した。 

 

 

 

 

 

 

・前年度に比べると受験

者数が 29％増加してい

ることから、学生確保の

ための説明会等は効果

的だったと考える。 

 

 

 

 

 

 

・模擬授業では、看護技

術や参加型学習を体験

してもらうことで、高校

生に興味を持ってもら

うことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高校生対象のインター

ンシップ受入れ事業で

は、高校生が興味を持っ

て取り組むことができ、

入学者増に寄与したと

考える。 

・様々な入学者確保

の取組により「定員

の充足率」が改善し

たことは評価でき

る。今後は、より多

くの受験者の中か

ら入学者を選抜で

きるよう「競争率」

を上げる努力をし

てほしい。 

 

・模擬授業等で、学

習のイメージをも

ってもらうことは、

ミスマッチを防ぐ

ことにつながり、よ

い取組であると評

価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次年度の進路担当

教員等向け学校説明

会は、高校の教員が

参加しやすいよう２

回実施する。 

 

・前年度に引き続き、

学校訪問・オープン

キャンパス・少人数

相談会等を実施す

る。 

 

・次年度は、より早く

本校を知ってもらう

ため４月よりオープ

ンキャンパスを実施

する。 

 

 

 

 

 

 

 

・高校生対象のイン

ターンシップ受入れ

事業等においては、

単に授業等を見学す

るのではなく、実際

に参加してもらうな

ど、興味が沸くよう

な取組とする。 
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項目 学科 実施内容 目標達成度 学内評価 学校関係者評価 次年度に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入 

試 

改 

善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護学科 

管 理 課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・７月の輝翔祭（文化祭）において、学

科説明や相談ブースを設置して希望者に

対応した。 

 

・校長、教育担当副校長が県内高校を訪

問し、進路担当教員等に本校をＰＲした。 

 

 

・ＡＯ入試を新たに導入し、アドミッシ

ョンポリシー（入学者の受入れ方針）に

適合する人物重視の入学者の確保に努め

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・推薦入試については、前年度入試と同

様に実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・県内高校を 29校訪問

した。 

 

 

・ＡＯ入試は、受験者数

63 名、入学者数 42 名で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・指定校推薦入試は、受

験者数・入学者数は 33

名（前年度 34 名）、公

募推薦入試の受験者

数・入学者数は 8名（前

年度４名）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＡＯ入学試験の実施が

入学者増に大きく寄与

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・指定校推薦入試受験者

数・入学者数は、募集人

員（定員 120人の 40％程

度（48 名程度））、公募推

薦入試の受験者数・合格

者数は、募集人員（定員

120人の 10％程度（12名

程度））に満たなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・総合型選抜（旧Ａ

Ｏ入試）では、高校

で取り組んだ探求

学習の成果や、ポー

トフォリオ（例えば

受験者の高校３年

間の取組・実績の積

み重ねをまとめた

もの）を取り入れる

などの工夫を検討

してしてもよいの

ではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前年度と同様に、輝

翔祭（文化祭）でも学

科紹介・相談コーナ

ーを設ける。 

 

 

 

・ＡＯ入試は、総合型

選抜に名称を変更し

次年度も実施する。 

 

・ＡＯ入試について

は、現在のアドミッ

ションポリシーを題

材にした試験により

入学した学生の状況

を分析し、選抜方法

を検討する。 

 

・推薦入試について

は令和７（2025）年度

入試に向けて、受験

資格を見直した。（令

和６（2024）年度入試

「全体の評定平均値

3.5以上かつ国語・数

学・理科の平均値が

それぞれ 3.5 以上」

→令和７（2025）年度

入試「全体の評定平

均値 3.5 以上かつ国
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項目 学科 実施内容 目標達成度 学内評価 学校関係者評価 次年度に向けて 

 

 

 

 

入 

試 

改 

善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助産師学科 

管 理 課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和７年度入試に向けて、一般入試（国

語、数学）の試験問題作成にあたり、看

護師としてふさわしい学力を身に付けて

いるかを測る観点から、学内のスタディ

ーサポートチームと連携して試験内容の

検討を行った。 

 

 

・助産師を希望する高校生に対し、本校

の看護学科に入学することのメリットを

学校説明会等で強くアピールした。 

 

 

・助産師学科では学内公募の制度がある

にもかかわらず、令和５年度入試では出

願者がゼロであったことから、令和６年

度入試では、受験資格を見直した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学内公募の受験資格

を見直した結果、募集

人員が定員 40 人の

20％（８人）程度のとこ

ろ、６人（前年度０人）

が入学した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・助産師に興味を持つ学

生が受験したことも入

学者の増につながった

と一定の評価ができる。 

 

・学内公募の出願があっ

たことで、県内唯一の助

産師学科が併設された

専門学校であり、最短で

助産師になることがで

きることをより強くア

ピールできた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・助産師学科の学内

公募で、６人入学し

たことは評価でき

る。 

 

 

 

 

語・数学・理科の平均

値がそれぞれ 3.3 以

上」） 

 

 

 

 

・受験生が受験しや

すく、かつ、看護師と

してふさわしい学力

が測れるよう、試験

内容を見直し、試験

問題作成する。 

 

 

 

 

 

 

・次年度は、助産師学

科進学を希望する入

学者を対象に学内説

明会を開催する。 
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重点目標：３．実習施設を確保する（助産師学科） 

項目 学科 実施内容 目標達成度 学内評価 学校関係者評価 次年度に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 

 

 

 

助産師学科 ・次年度の臨地実習施設を確保するた

め、コロナ禍以前に助産学実習を受け入

れていただいていた２施設に申し入れを

行った。 

 

【施設Ａ】コロナ禍のため４年間受入れ

が中止されていたが、指導態勢が整えら

れたため、実習受け入れ再開の承諾を得

た。しかし分娩件数の減少に伴い、実習

生２名の受入れとなった。 

 

【施設Ｂ】９年前にスタッフの育成を理

由に、実習受け入れ中止となっていた。

分娩件数は少ないが、実習生２名の受入

れの承諾を得た。「実習開始早々、24 時

間待機を行い、継続事例実習は助産院で

行う」という条件で再開となった。 

 

・入学生確保のために

は、実習受け入れ施設

の確保が必須であり、

新たに２施設を確保し

たことから、目標を達

成できた。 

・今年度は 12 施設(26

名 )で臨地実習を行っ

た。 

 

・次年度に向けては、病

院１施設（２名）の受入

れが令和５(2023)年度

限りと通知されていた

ため、他施設に受け入れ

再開を打診したところ、

２施設（４名）の受け入

れの承諾を得た。これに

より、28名の入学生確保

が可能となった。 

 

 

・出生数が減ってい

る中で、助産師学科

の実習施設を確保

することは難しか

ったと思うが、粘り

強く働きかけこと

で、受入人数が増え

たことは評価でき

る。 

 

・実習施設以外の施

設に多くの卒業生

が就職しているが、

実習の受入れ先を

増やすため、実習施

設への就職を増や

したらどうか。 

・次年度は、病院 13

施設，助産院 10 施設

（28 名）での実習を

計画している。 

 

・令和７(2025)年度

は、現時点では、1施

設（２名）減少し、病

院 12 施設、助産院 10

施設（計 26名）を見

込んでいる。 

 

・効果的な指導を実

施するためにも、施

設数を増やすより、1

施設での受け入れ人

数を増員していただ

けないか依頼してい

く。 

その他の取組に関する評価 

【学習環境の整備】 
・Wi-Fiがないのは、大雨の時に傘がないに等しい。教員が学生に向けてタブレット端末用に資料をアップロードしても、学内でダウンロードすると、Wi-Fiが
ないため通信料がかかる。そのため、教員は資料を前日までにアップロードし、学生は自宅の Wi-Fiでダウンロードしている。当日に対応できない不便さだけ
でなく、Wi-Fiがあれば、様々なシステムを使った授業も可能になる。早急な整備が必要だ。 
・校内の模擬テスト等でマークシート又は教育向けコミュニケーションアプリを使うことで、瞬時に学生の回答が分析でき、集計できる。費用はかかるが、す
ぐにではなくとも、学習効果が高く、教員の負担軽減につながることから、導入を検討したらどうか。 
【学習支援】 
・基礎学力に不安のある看護学科の学生を支援するスタディーサポートチームを令和５年度に発足させ、基礎学力の習得を図るとともに、国家試験合格率 100%
に導いたことは評価できる。学生の学力を短期間に飛躍的に向上させることは難しいと思うが、そのような学習支援制度を必要としている学生は存在するので
、スタディーサポートチームの行ってきた取組を充実・継続してほしい。 
・多重課題ができない学生、学力に不安のある学生に対し、ミスマッチを防ぐためにも、入試での見極めや、学校教育の中での対応ができないか。 

 


